
美しい里山・水郷を生かしたSDGs未来フィールドの創生
石川県小松市（2019年度選定）

6.取組成果

●木場潟
・石川県による公共用水域水質測定に加え、木場潟22地点における小松市独自の
より詳細な水質モニタリングを継続実施した
・金沢大学に対する木場潟の水質特性に関する研究委託を継続実施し、特にR5年度
では、 夏季の降水が木場潟の水質に与える影響等についての成果を得た
・流域小学校への環境出前講座の実施（1件：計56人）

●KPIの達成状況
・水質改善（木場潟COD値）（H27）8.2mg/ℓ

→(R4）7.5mg/ℓ
・生態系の豊かさ（在来種の発見）計9種

7.今後の展開策

・石川県において、水郷と里山の魅力を活かした公園と体験学習施設を有する、木場
潟公園東園地の拡充整備が進められている。地元企業と協力し、さらなる交流拠点と
して来場者年間100万人を目指す。
・ゼロカーボンシティの推進に向けたカーボンニュートラルの取り組みを加速する。

8.他地域への展
開状況（普及効果）

2023年4月オープンの木場潟公園東園地「木場潟さとしるべ」には、研修スペースや農業体験ハウス、里山資源再生ハウスなどが整備さ
れ、里山再生・SDGsを銘打った次世代エネルギーパークとして市外、県外から学びに訪れる施設となっている。木場潟公園（中央園
地）には、2024年3月の北陸新幹線小松駅開業に合わせて約6mの展望デッキが完成し、木場潟全体や桜、新幹線を一望できる。

4.自治体SDGs推進等に向けた取組

●水質改善(木場潟COD値)、豊かな生態系に向けた取り組み
・「こまつ環境パートナーシップ」などの団体とともに、健全な水環境の
確保や水辺景観づくりを推進
・こまつ水辺クリーンデーなど、地域や企業等と美化活動を展開
・大学による生態系調査や水質汚濁起源調査の実施
・クレソンなどの植物により水を
きれいにするビオパークなど

5.取組推進の工夫

市内の河川、湖沼の水辺景観づくりや地域における健康増進活動
に取り組んでいる団体などが連携し、「SDGs未来都市こまつ水郷
アクションプラン」を策定。水と緑の空間を次世代に引き継ぐ活動を
推進している。

1.地域の特徴と
課題及び目標

小松市の面積の約7割を占める山林や里山地域は豊かな自然環境や資源を有しているが、
高齢化の高まり等によりその多面的機能の維持・成長が求められている。
本市では、南北に連なる里山や水郷を、SDGsを推進する研究・交流フィールドとして捉え、
環境・エネルギー問題への貢献や農林業の高度化、次世代の技術等の研究開発に向け、
住民や大学、企業等の多様なステークホルダーを交えた取り組みを展開する。

2.関連する
ゴール

3.取組の概要
(三側面をつなぐ統合
的取組概要を含む)

環境共生のシンボル「木場潟」では、環境基準値を見据えた水質改善と生態系の豊かさに関する指標を掲げ、市民や大学、企業等が連携し
て、次世代に引き継ぎたいより良い自然環境を追求するため、研究・技術の応用や美化活動等の取り組みを続けている。こうして、これまでに得
られた知見や活動の輪を、本市のSDGs未来フィールドとして位置付ける里山地域にも拡大し、環境教育の普及や産業のグリーンイノベーション
創出、農林業振興による山林・田畑の荒廃防止や治山治水等につなげる。
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